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山口県山岳連盟「雪崩遭難対策研修会」開催について 

 

晩秋の候となりましたが、各会におかれましては紅葉を愛でる山行や年末年始の山行準備に余念の

ないことと存じます。 

さて、山口県山岳連盟では、本年５月に加盟団体会員２名を白馬大雪渓雪崩遭難事故により失いま

した。今回の雪崩遭難事故を題材に、同じような事故を繰り返さないための研修を行います。研修は

二部に分けて行い、一部では白馬岳遭難事故関係の概況と捜索方法等に関して、二部では外部講師と

して、国内トップクラスのアルパインクライマー廣川健太郎氏、山岳遭難・救助 認定 NPO 法人の

元村幸時氏を招いての研修を予定しています。事故を起こさないこと、そして起きた場合の処置につ

いて学ぶ貴重な研修の場にしたいと考えています。是非とも多数の参加をお願いいたします。 

参加人数を取りまとめの上、直接下記にご連絡いただきますようお願いします。 

 

記 

 

山口県山岳連盟「雪崩遭難対策研修会」について 

 

 １．日時：１２/７(土)9:00～16:00 

２．場所：セミナーパーク 

３．内容：下記 

(１)研修会一部【午前中(９～１２)】（白馬遭難関連） 

・白馬岳遭難の概況～江本 

・現地本部長として関係先との調整等～坂口 

(家族・警察・救助組織・本部・気象台・雪崩救助犬導入・山岳保険等) 

・白馬岳遭難捜索方法～西村(ＡＣＴ元村氏) 

・雪崩救助犬による活動～元村氏  

・岳連の緊急連絡系統～江本 

・ディスカッション(冬山での雪崩リスクの低減等)～参加者全員 

   (２)研修会二部【午後(１３～１７)】講演 

・都岳連遭難対策委員会の活動状況～廣川氏 

・ＡＣＴ(山岳遭難・救助・事故防止 認定 NPO 法人)の活動について～元村氏 

・雪崩リスクを考慮した「一ノ倉沢滝沢第三スラブ登攀(ビデオ)」解説～廣川氏 

・山口県防災航空隊の活動状況～(交渉中) 

・チベット未踏峰遠征～西村山岳連盟顧問 

 ４．参加費(資料代)等について 

  参加費：無料  懇親会：別途実費（3,000 円程度） 

 



  ※研修会当日の昼食準備は各自でお願いします。（セミナーパークの食堂で取ることも可

能です。） 

 ※せっかくの機会ですので、研修会終了後、鳳翩山登山口にある山岳連盟西村顧問の山荘

へ移動し、廣川氏・元村氏を囲んで懇親会(準備はこちらで行います)を開催いたします。

有意義な情報交換ができるものと思いますので、山口岳連会員以外の皆様にも多数参加

いただけたらと思います。なお、宿泊を希望される方はそのまま山荘に無料宿泊可能(簡

単な朝食を用意します)ですが、シュラフとマットを持参ください。 

   

５．申し込み：メンバー表を 1２月５日（木）までに事務局宛に郵便若しくはＥメールで提出 

【研修会事務局】：〒744-0031 下松市生野屋 437-13        

              周南山岳会 坂口仁治(さかぐち じんじ) 

              電話 ０８３３－4３－0２５８ 

              携帯 ０８０－２９０１－０４８２ 

               Ｅメール s.rhmy0114@jeans.ocn.ne.jp (自宅) 

jinji.sakaguchi@idemitsu.com（職場） 

以上 
 

 

講師プロフィール 

 

１．廣川健太郎氏 

東京都岳連遭難対策委員。日本を代表するアルパインクライマーで、ネパールヒマラヤのダウラ

ギリＩＩ峰、アラスカマッキンリーなどの登頂、北米でのアイスクライミング、ヨセミテ、韓国

など幅広い活動を行っておられます。最近では日本有数の雪崩の巣として、冬は一握りの熟練し

た登山者のみに許された山となる谷川岳一ノ倉沢の滝沢第三スラブ、通称「三スラ」を登攀。そ

の様子を撮影した極限のドキュメントがＮＨＫで放映され一躍脚光を浴びました。 

 

２．元村幸時氏 

認定 NPO 法人 ACT 副理事長（雪崩救助指導者），元白馬コルチナ国際スキー場パトロール隊

長，白馬村在住。雪崩災害をなくしたい、雪崩遭難をなくしたい、という思いで発起人となり、 

平成１２年に ACT を設立。現在、専門的な知識や技術を持ったメンバーは４５人。行方不明者

捜索、雪崩遭難者捜索、昨年の東日本大震災の時には岩手県大槌町へ支援活動にかけつけられま

した。そのほか気象観測活動や遭難事故防止の講演、登山者の入山装備調査、救助犬による救助

方法の研究、訓練などを行っておられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

「崩遭難対策研修会」参加者名簿 

 

 氏 名 年齢 性別 所属山岳会 本人連絡先（TEL) 
懇親会 

参加(○) 

(例) 坂口 仁治 ６２ 男 周南山岳会 080-2901-0482 ○ 
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